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【
議
案
第
86
号
】
南
島
原
市

公
共
下
水
道
開
田
雨
水
ポ
ン

プ
場
の
建
設
工
事
委
託
に
関

す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
　
　

ポ
ン
プ
場
裏
の
開

田
公
園
は
、
昔
の
潮
溜
り
を

公
園
化
し
て
お
り
、
大
雨
の

時
、
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し
民

家
の
床
下
ま
で
浸
水
す
る
の

で
は
な
い
の
か
。
公
園
と
し

て
機
能
し
て
い
な
い
み
た
い

だ
が
、
一
部
を
も
う
少
し
掘

削
す
れ
ば
、
少
し
は
余
裕
を

も
っ
て
大
雨
に
対
応
で
き
る

の
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

開
田
公
園
か
ら
の

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
分
は
、
現

在
、
２
号
機
・
３
号
機
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
１

号
機
の
増
設
で
雨
水
対
策
は

改
善
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
【
議
案
第
95
号
】
市
道
の
路

線
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　

場
所
は
ど
の
辺
か
。

　
　
　
　

堀
之
内
で
あ
る
。

　
　
　
　

堀
之
内
と
言
っ
て

も
分
か
ら
な
い
。

　
　
　
　

有
家
庁
舎
か
ら
鬼

塚
の
方
へ
行
く
、
そ
の
手
前

の
方
か
ら
左
に
入
っ
て
行
け

ば
熊
野
神
社
が
あ
る
。
そ
こ

の
所
で
あ
る
。

　
【
議
案
第
97
号
】
平
成
29
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

〈
建
設
部
関
係
〉

　
　
　
　

災
害
は
、
昨
年
、

28
年
度
の
災
害
と
言
わ
れ
た

か
。

　
　
　
　

今
年
の
ゲ
リ
ラ
豪

雨
で
あ
る
。

　
　
　
　

す
べ
て
が
河
川
災

害
復
旧
工
事
と
の
説
明
で
、

河
川
の
背
後
地
が
農
地
で
あ

り
、
来
年
度
の
耕
作
に
支
障

　
・
迷
惑
を
来
た
さ
な
い
た
め
、

作
付
け
前
に
復
旧
工
事
を
行

う
た
め
の
補
正
と
の
こ
と
だ

が
、
年
度
内
に
間
に
合
う
の

か
。

　
　
　
　

年
度
内
に
終
わ
る

よ
う
、
頑
張
っ
て
い
く
つ
も

り
で
い
る
。

　
　
　
　

維
持
補
修
等
の
要

望
は
、
現
在
何
件
ぐ
ら
い
上

が
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

要
望
件
数
と
し
て

は
、
今
年
は
75
件
を
計
画
し

て
い
た
。
現
在
、
工
事
発
注

や
修
繕
で
対
応
し
て
い
る
の

が
45
〜
50
件
で
あ
る
。

　
　
　
　

今
回
１
，０
０
０

万
円
の
補
正
が
、
大
体
何
件

ぐ
ら
い
予
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

１
，０
０
０
万
円

は
、
１
件
50
万
円
の
20
件
を

根
拠
に
補
正
を
お
願
い
し
て

い
る
。

〈
水
道
部
関
係
〉

質
疑
な
し

〈
農
林
水
産
部
関
係
〉

　
　
　
　

農
地
集
積
は
、
圃

場
整
備
区
域
外
で
も
取
り
組

ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
　
　

基
本
的
に
は
嘱
託

の
方
に
回
っ
て
頂
き
、
農
地

集
積
を
進
め
て
い
る
。

　
【
議
案
第
99
号
】
平
成
29
年

度
南
島
原
市
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

　
　
　
　

県
交
付
金
か
ら
国

庫
補
助
金
に
財
源
組
み
替
え

に
な
っ
た
説
明
を
。

　
　
　
　

県
の
交
付
金
は
申

請
額
の
約
76
％
、
国
庫
補
助

金
は
28
年
度
の
繰
り
越
し
予

算
を
使
っ
て
、
満
額
交
付
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
変
更
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

☆
そ
の
他
の
付
託
案
件

　
【
議
案
第
94
号
】
市
道
の
認

定
に
つ
い
て

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
田
利
春
委
員
長
）

議
案
５
件
を
原
案
可
決

農
林
水
産
・
建
設
委
員
長
報
告

農
林
水
産
・
建
設
委
員
長
報
告

農
林
水
産
・
建
設
委
員
長
報
告

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
疑

答
弁

答
弁

平
成
29
年
11
月
6
日
㈪
〜
8
日
㈬

農
林
水
産
・
建
設
委
員
会
視
察
研
修
報
告

農
林
水
産
・
建
設
委
員
会
視
察
研
修
報
告

農
林
水
産
・
建
設
委
員
会
視
察
研
修
報
告

　

今
回
、
埼
玉
県
宮
代
町
・

秩
父
市
等
を
視
察
・
研
修
し

た
。

【
宮
代
町
】「
耕
作
放
棄
地
解

消
へ
の
取
り
組
み
及
び
担
い

手
の
確
保
に
つ
い
て
」
研
修

　

宮
代
町
で
は
、
農
業
委
員

会
内
に
「
遊
休
農
地
解
消
対

策
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、

自
ら
解
消
し
、
新
規
就
農
者

等
に
農
地
を
繋
い
で
い
る
。

　

初
年
度
か
ら
５
反
の
農
地

を
与
え
、
３
年
育
成
と
す
る

町
独
自
の「
農
業
担
い
手
塾
」

と
い
う
新
規
就
農
者
支
援
事

業
も
実
施
さ
れ
、
あ
わ
せ
て

公
的
機
関
、
里
親
農
家
等
で

　
「
支
援
委
員
会
」
を
結
成
し
、

各
種
相
談
、
技
術
支
援
、
販

売
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

中
で
も
、
里
親
農
家
は
特

色
あ
る
制
度
で
、
技
術
指
導

農
家
、
農
業
機
械
等
の
貸
出

農
家
を
登
録
し
、
農
業
経
営

基
盤
の
無
い
塾
生
を
支
援
し
、

13
年
間
で
15
人
の
新
規
就
農

に
繋
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
既
に
新
制
度
に
移
行
さ

れ
て
お
り
、
農
業
委
員
と
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

選
考
方
法
や
、
連
携
等
に
つ

い
て
研
修
を
行
っ
た
。

【
秩
父
市
】「
土
地
改
良
事
業

に
伴
う
中
山
間
地
域
に
お
け

る
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
」
研
修

　

秩
父
市
で
は
、
約
20
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
う
ち
、
４
分
の
３

が
耕
作
放
棄
地
だ
っ
た
「
兎

田
暮
坪
地
区
」
の
圃
場
整
備

時
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
研

修
。

　

土
地
改
良
事
業
で
、
耕
作

放
棄
地
は
解
消
さ
れ
た
が
、

農
業
後
継
者
不
足
に
変
わ
り

は
な
く
、
地
域
ぐ
る
み
の
保

全
活
動
を
進
め
る
べ
く
「
環

境
保
全
協
議
会
」
を
設
立
し

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

協
議
会
は
、
企
業
の
農
地

需
要
情
報
を
収
集
し
、
企
業

と
地
権
者
の
間
に
入
り
貸
借

を
調
整
し
、
３
社
が
新
規
参

入
。
大
麦
や
ぶ
ど
う
、
エ
ゴ

マ
を
生
産
・
加
工
し
、
地
域

活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

企
業
参
入
が
、
耕
作
放
棄

地
の
発
現
の
抑
止
と
、
雇
用

の
創
出
に
繋
が
っ
て
い
る
。

「
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

　
タ
ー
の
現
状
に
つ
い
て
」

　

都
会
か
ら
地
方
へ
の
定
住

を
希
望
す
る
青
・
壮
年
世
代

に
は
、
新
規
就
農
支
援
等
の

就
業
支
援
策
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。

　

今
回
の
視
察
で
は
、
参
考

に
す
べ
き
点
が
多
く
、
今
後

の
本
市
の
施
策
に
活
か
せ
る

よ
う
提
案
、
提
言
し
て
い
き

た
い
。

 

宮代町での研修の様子


